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第 22回議会報告会 報告書 

地 域 名 広谷地域 

年 月 日  令和４年４月 28日（木） 会 場 名 十二所一区交流促進センター 

開始時間 19時 30分 終了時間 21時 00分 

参 加 数 男性 17人 女性 ０人 合計 17人 

班   長 津﨑和男 司 会 者 津﨑和男 

報 告 者 全員 書   記 瀬原敬樹 

班 員 名 津﨑和男、勝地貞一、瀬原敬樹、藤原芳巳 

市    民 対    応 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

① ドローンフィールドについて。養父市で
ドローンを飛ばせない場所はあるのか。 

 

② 「メタバース」の説明と「子どもの第３
の居場所」は保健センター付近に拠点が

できるのか。 

 

 

 

③ 一般質問の「市民起点」について。それ
は当然のことであり、内容は同意する。

市民が市の施策に納得できていないか

らそのような意見が出るのではないか。 

 

① 許可が必要。 

 

 

② メタバースとは、インターネット上の仮
想空間のことで、養父市の紹介とともに

行政手続きもネットで行う。子どもの第

３の居場所について、正式に場所は聞い

ていない。 

 

③ 市民起点は基本だが、現在も市民意見の
聞き方や市民への周知のあり方について

は課題があると、例を示したもの。 

 

 

 市    民 対    応 

意
見
交
換
会
で
の
質
疑 

① 人口減少問題についてどう思うか。それ
ぞれの議員の考えはどうか。 

 

① ・若者が帰りたいと思う養父市に。 

・子育て支援や移住定住などの施策の拡

充が必要である。 

・まちづくり計画の人口減少対策と経済

対策が重要。 

・新しい政策への周知、市民理解が足り

ない。デジタル化もその一つ。 

・国民所得の引上げは国政だが、市政で

できる給食費の軽減や子どもの医療費高

校３年生まで無料化等子育て支援で若者

定住推進を求めている。 

 

 

 



- 2 -  

市    民 対    応 

意
見
交
換
会
で
の
質
疑 

② 人口減少問題の解決策について。高校生
に働きかけて若者流出を減らす政策を。

そして企業誘致など働き先の確保が必

要ではないか。さらに婚活・妊活を後押

ししてはどうか。 

 

 

③ コロナ禍で旧町ごとの夏祭りの中止が
続いている。イベントや行事がコロナ禍

で中止になることをそれぞれの議員は

どう考えるのか。 

② 企業誘致ではないが、市内企業で 200 人

規模の工場拡幅の計画があり、土地買収

も進んでいる。以前、婚活は地域おこし

協力隊などが行っており、社会福祉協議

会も行っている。また市では成婚の奨励

金もある。地域の方の協力にも期待する。 

 

③ ・地元で協議し、感染状況を見ながら判
断する。 

・地域の活性化も必要だが、花火大会で

の事故の責任を誰がとるのかなどで、中

止したと聞いている。 

・感染対策をしながら行っているが、責

任は取れない。 

・重症化は減っているが、正しい感染対

策をしながら実施すべき。 

 

そ
の
他
（
提
言
な
ど
） 

① 高齢化が進む中、屋根の雪下ろし助成制
度はもっと周知し、業者リストも作って

ほしい。 

 

②  コミュニティバスを上野区など高齢者

の多い集落内も運行してほしい。 

 

③ 「コロナ感染にだれが責任を取るのか」
の議論では何もできない。感染しても公

表できるまちづくりの旗振り役を議会

が担ってほしい。 

 

① 意見としてお聞きする。 

 

 

 

② 意見としてお聞きする。 

 

 

③ 意見としてお聞きする。 

備考 

 なし 

議会報告会を実施したので、上記のとおり報告いたします。 

   令和４年５月 20日 

報告者  ２班   班長  津﨑 和男  

 


